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研究成果の概要（和文）：本研究は、定性的方法と定量的方法を通じて、医療情報システムを効

率的・効果的に活用するための要因を明らかにすることを目的としている。技術的要因として

は、ベースシステムと部門システムのインターフェースのマネジメントが重要であること、組

織的な要因としては、病院がソフトをカスタマイズしたり、評価する能力が重要であることが

明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to find factors to utilize health
information systems efficiently and effectively in hospitals using qualitative and
quantitative methods. The key factors of using health information systems successfully
were the management of the interface between base system and department system and
hospital’s capability to customize and evaluate software.
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１．研究開始当初の背景
近年、急速に高齢化社会が進行し、医療費総
額の増大が政府政策の切実な課題となって
いる。こうした流れを受け、診療報酬や医薬
品・医療機器の価格改定が、基本的には引き
下げを目的として隔年ごとに行われている。
だが、政府としては医療費を単に抑制すれば
よいということではなく、同時に高品質な医
療サービスを病院に求めなければならない。
一方、病院側に目を転じると、受け取る診療
報酬がますます低下傾向にある中、多くの病

院が赤字を計上し、倒産する事例が急増して
いる。国民が安全で健康的な生活を目的とし
て、安定的に医療サービスを受け続けるため
には、これまで希薄であった経営的な観点を
病院サイドに導入し、赤字経営を避ける対策
を講じる必要性がある。つまり、病院サイド
としては、医療サービスを安定して提供して
いく体制をとるためにも、サービスの品質を
高めながら、同時にコスト効率性という問題
にも取り組まなければならないのである。
これらの課題を解決する一助として期待さ
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れているのが、医療情報システムである。医
療サービスは、医師、看護師、検査技師、薬
剤師、事務スタッフなど多種の専門職が、患
者の治療という 1つの目的をもとに協働しあ
う必要があるが、マトリクス組織を採用して
いることもあり、各種の業務を統合すること
が非常に困難である。医療情報システムは、
このような状況を解決するのに大きな役割
を果たす。たとえば、医師が院内メンバーに
指示を伝達するオーダリングシステムは、多
種の院内組織のメンバーの業務を統合する
役割を果たしている。このシステムの活用度
合いによって、メンバーの業務の質や効率性
に大きな影響を与え、ひいては病院経営の改
善につながっていく。だが、現在多種の医療
情報システムが、高品質な医療サービスの提
供と高いコスト効率性の達成のために導入
されているにもかかわらず、その効果を享受
していない病院が多い。その原因として、ど
のような組織的・技術的・戦略的要因が、効
果的な情報システムの導入・活用に結びつく
のかが不明瞭なことが挙げられる。医療情報
システムの導入・活用を通じて成果を享受す
る手段として、システムにおける技術的な要
因が取り上げられることが多い。しかし、組
織的なルールを設定したり、戦略的にトップ
が活用を後押しすることも技術的要因と同
じく重要である。

２．研究の目的
医療情報システムをうまく導入・活用するた
めのメカニズムを検討するには、個人・グル
ープ・部門といった経営学で多用される分析
レベルでの検討が効果的である。しかしなが
ら、わが国に限らず海外に目を向けてみても、
経営学（組織論・戦略論）を用いながら医療
情報システムにアプローチする研究が極め
て少ない現状にある。また、他の研究分野に
目を転じると、医療経済学や医療情報学にお
いて医療情報システムは研究対象になって
はいるものの、国や市町村といったマクロレ
ベルの分析や技術的な内容に終始している
ものが多く、病院の現場に寄与する理論の創
造が目指されていないように思われる。
本研究では、これらを踏まえ経営学を理論的
背景に用いながら、医療情報システムの導
入・活用をうまく行うためには、いかなる組
織的・技術的・戦略的要因が必要なのかを検
討することを目的とする。

３．研究の方法
インタビュー調査や現場の観察調査によ

る定性的な分析と二次データやアンケート
調査による定量的な分析を併用する。

４．研究成果
（1）医療情報システム(ICT)を病院に導入す
ることによって、どのような影響がもたらさ
れるのかを書籍の１章にまとめた。ICT の導
入効果に関する既存研究を検討すると導入
先の組織への影響を扱ったものがほとんど
である。だが、ICT の影響が及ぶ範囲は、導
入先の組織だけではない場合がある。時間軸
を長期にとって現象をみてみると、ICT がま
ず導入先の組織に影響を与える。次に、その
影響がもたらす変化に、外部の組織が対応し
ていくケースがある。これらの流れを追いな
がら、医療情報システムの円滑な導入・活用
において必要な要件を検討した。

まず、病院にもたらした影響として、①オ
ペレーションの円滑化と迅速化、②機能部門
スタッフのタスクの減少、③病院組織メンバ
ーのタスクの標準化、④患者へのサービスの
向上やクリニックとの連携を抽出した。次に、
医療機器メーカーにもたらした影響として、
①インターフェイスを通じた病院の囲い込
み、②医療機器メーカー間の連携の増加につ
いて述べた（下図参照）。

これらの内容から、医療情報システムの円滑
な導入・活用の面で必要な要件は、以下にま
とめることができる。技術的な面では、医療
情報システムは階層構造になっており、ベー



スシステムと部門システムのインターフェ
ースのマネジメントが低コストでシステム
導入するにあたって重要であることを明ら
かにした。また、組織的な面では、病院側で
ソフトをカスタマイズしたり評価したりす
る能力が重要であることも確認された。

（2）どのようなコスト要因が病院の赤字経
営につながるのかをデータ分析を通じて定
量的に明らかにし、日本医療・病院管理学会
誌に投稿した。具体的内容としては、独立行
政法人国立病院機構の財務諸表データを用
いながら、黒字病院グループ（N=57）と赤
字病院グループ（N=44）におけるコスト構
造に差があるのかどうかを定量的に分析し
た。その結果、保険査定・給与費・材料費・
診療材料費・設備関係費・減価償却費・経費・
支払利息の項目で 2 グループ間に差があるこ
とが明らかになった（下表参照）。

〔雑誌論文〕（計 件）

〔学会発表〕（計 件）

〔図書〕（計 件）

本論文の示唆としては、第 1 に、定量的な分
析手段を用いて、病院経営におけるコスト効
率の重要性を検証している点である。第 2に、
黒字病院と赤字病院の境界線を分かつ可能
性のある費用項目を具体的に明示したこと
である。第 3 に、病院経営においてコスト集
中戦略が有効である可能性をデータ分析に
より示唆した点である。
本論文は医療情報システムについて直接的
に検討しているわけではないが、材料費・診
療材料費を効率化するにあたって、医療情報
システムが大きな役割を果たしていること
が想定され、現在事実関係を追加で聞き取り
調査を行っているところである。

（3）さまざまな情報システム開発を手掛け
るベンダーの開発チームにおいて、製品のモ
ジュラー性に応じてどのようなマネジメン
ト要因が重要になるのかを定量的に分析し、
日本経営学会に投稿した。
定量分析の結果、製品のモジュラー性は、製
品開発の成果に正の影響を与えていること
が確認された。さらに、モジュラー性が高い

場合、チームプロセスの 1つであるコミュニ
ケーションが開発の効率性に与える影響が
弱まること、そして、エフォートが開発の有
効性、効率性に与える影響が強くなることを
それぞれ発見した。回帰分析の結果は、下図
参照。

本研究の示唆として、１つは、製品設計にお
けるモジュラー性の程度の変化によって、製
品開発プロセスが開発成果に与える影響が
異なることを見出したことである。2 つは、
製品アーキテクチャの分野において、製品開
発研究と組織行動論を結びつけながら理論
構築や研究設計を行う必要性を提示したこ
とである。最後に、実務的な示唆としては、
製品開発プロジェクトのマネジメントに関
し、モジュラー性の高低に応じて、有効性・
効率性の観点から最適なチームのマネジメ
ントが存在することを示した点である。
本論文はベンダー側からみた分析であり、扱
われる情報システムは医療分野に限定され
ないが、本研究の特色の 1つである病院とベ
ンダーの両面からの検討に役立ったと考え
ている。
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第 2章 ネットワ－ク化とビジネスモデルの

モジュラー性 0.27 † 0.44 ** 0.37 ** 0.53 **

(1.93) (3.04) (3.05) (4.05)

-0.44 ** -0.29 *

(-2.98) (-2.16)

0.01 -0.08

(0.13) (-0.84)

コミュニケーション 0.28 † 0.30 † 0.26 † 0.54 ** 0.57 ** 0.54 **

(1.68) (1.56) (1.74) (3.46) (3.97) (3.97)
エフォート 0.05 0.01 0.01 -0.04 -0.10 -0.07

(0.36) (0.06) (0.05) (-0.29) (-0.80) (-0.56)

開発経験 0.25 † 0.22 † 0.16 0.26 * 0.22 † 0.19

(1.88) (1.70) (1.24) (2.05) (1.86) (1.65)

プロジェクト人数 -0.02 0.07 0.19 -0.08 0.05 0.17
(-0.13) (0.44) (1.17) (-0.49) (0.37) (1.14)

切片 0.04 0.04 0.11 -0.05 -0.04 0.02
(0.28) (0.29) (0.94) (-0.40) (-0.44) (0.22)

F値 2.20 † 2.61 * 3.54 ** 6.23 ** 7.81 ** 7.21 **

自由度 43 42 40 43 42 40

R 2 0.17 0.24 0.38 0.37 0.48 0.56

修正済みR 2 0.09 0.15 0.27 0.31 0.41 0.48

⊿R 2 0.07 † 0.12 0.10 0.08 †

モジュラー性X
コミュニケーション

モジュラー性X
エフォート

N = 48. **はp<0.01、*はp<0.05、†<0.10を表す。括弧内はt値。

回帰分析の結果

有効性 効率性

モデル1 モデル2 モデル3 モデル4 モデル5 モデル6



変更ビジネスモデルの変更「病院と医療機器
メーカーの事例」、ミネルヴァ書房、2011、
23(p.48-71)
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